
 

病院だよりバックナンバーは、ここからご覧いただけます。
https://byoin.city.fuji.shizuoka.jp/annai/byouindayori.html
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生殖医療センターを設置しました！
　日本では、2023年の合計特殊出生率（※１）が1.20、出生数は72万人（2022年と比べ4万人減少）とな
り、いずれも統計を取り始めて最も低くなり、少子化進行は危機的な状況と言われています。
　一方で、不妊治療を受ける患者数は年々増加し、2022年には77,206人が生殖補助医療（※２）により誕生し、
全出生児（770,747人）の約10％に上ります。つまり、10人に一人は生殖補助医療により出生していることと
なり、生殖補助医療が身近なものになっていることがおわかりいただけるかと思います。また、2022年４月か
らは、採卵から胚移植に至るまでの一連の基本的な診療が保険適応（年齢や回数等の制限あり）となりました。
　当院では、1997年から体外受精を開始しており、2024年４月１日より「生殖医療センター」を開設しま
した。産婦人科医、看護師、培養士が連携し、一般不妊検査、一般不妊治療から生殖補助医療までを実施して
います。妊娠した患者さんは、当院で妊婦健診、分娩まで診療することができます。
※１：一人の女性が一生のうちに産む子供の数の指標
※２：生殖補助医療とは、なかなかお子さんが授からない(不妊症)ご夫婦に対して、検査や治療を行い、妊娠・出産まで導

く医療のことです。

このような治療を行っています
1一般不妊治療
排卵日を予測し性交のタイミングを合わせる「タイミング療法」や精子を直接子宮内に
注入する「人工授精」を行っています。

2生殖補助医療(ART)
卵子や精子などの配偶子を体外で取り扱う治療法で、以下のような手順で行います。

3婦人科疾患に対する手術
子宮筋腫や子宮内膜ポリープ、卵巣嚢腫、卵管水腫などの疾患に対して、腹腔鏡や子宮鏡などにより手術を
行います。

特　徴
・総合病院の特性を生かし、合併症を有する患者さんに対しては他の診療科と連携をとり、安心して不妊治
療を行える体制を整えています。

・24時間体制で救急に対応し、必要時は入院対応することができます。
・妊娠後は産科外来と連携し、継続して出産までサポートします。
・がん等の治療で妊孕性(妊娠できる力)の低下が予想される患者さんに対して、医学的適応の卵子凍結、受
精卵凍結、精子凍結を行っています。(妊孕性温存療法)

・毎週、他職種（産婦人科医、培養士、助産師、看護師、メディカルクラークなど）によるカンファレンスを行
い、患者さん一人ひとりに合った治療方針を検討していま
す。日本生殖医学会認定の生殖医療専門医、日本卵子学会認
定の胚培養士、日本不妊カウンセリング学会認定の体外受精
コーディネーターが在籍しています。

　不妊治療は敷居が高いと感じられる方も多いかもしれませ
んが、初めて不妊治療を受けられる方、不妊でないか心配で検
査のみの方、気になることがあり相談したい方は、お気軽に生
殖医療センター初診外来にお越しください。

①採卵：卵巣から卵子を取り出す。 ②体外受精・顕微授精：体外で受精させる。 ③胚移植：受精卵を子宮内に戻す。

生殖医療センター
ウェブページ

（産婦人科ページ内）

にん よう せい

はい ばい よう  し

らん そう のう しゅ ふく くうきょう

はい い しょく

生殖医療センター長
田島　浩子

お問い合わせ　女性外来（生殖医療センター）　内線2051

https://byoin.city.fuji.
shizuoka.jp/bumon/shinryou/
sanfujin/index.html
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拡大新生児スクリーニング検査が始まりました

　現在行われている産婦人科病棟の改修では、分べん室の改修やLDR室（※1）の新設を行います。病棟の一部リニュー
アルにより、出産に関する環境が改善するため、令和７年４月１日より出産費用を変更します。ご理解をお願いします。

変更前  約35万円 → 変更後  約43万円（※2）

（※1）LDR室とは、Labor pains（陣痛）、Delivery（分べん）、Recovery（回復）の略でこの３つを一体で行える居室型分べん室
のことです。分べん時にはベッドが分べん台に、分べん後は再びベッドとなります。

（※2）金額は、入院日数6日を想定しています。

出産費用の改正について

受診の際はマイナ保険証をご利用ください
　健康保険証は、令和６年12月２日以降、新規の発行がされません。その後は、マイナンバーカードの健康保険証
利用（マイナ保険証）を基本とする仕組みに移行します。当院受診の際は、マイナ保険証をご利用ください。
※移行後もお手元の健康保険証は有効期限までの間、最長１年間使用できます。
※後期高齢者医療保険加入者の方の有効期限は、2025年7月31日です。

　マイナ保険証の利用に関する不明点については、マイナンバー総合フ
リーダイヤル（0120-95-0178）へご相談ください。

　当院では、公費で行われる新生児マススクリーニング検査に加え、令和６年12月下旬から新たに拡大新生児
スクリーニング検査を導入しています。いずれも生後間もない赤ちゃんに先天性（生まれつき）の病気の可能性
があるかを調べる検査です。

　拡大新生児スクリーニング検査は都道府県ごと独自に実施しており、対象疾患や実施体制も異なりますが、
この１、２年で急速に普及しています。この検査は、全額自己負担（非課税9,950円）です。

• アミノ酸代謝異常５疾患
• 有機酸代謝異常７疾患
• 脂肪酸代謝異常６疾患
• その他３疾患
　　　　　　　　　　　　　計21疾患

新生児マススクリーニング検査で
検査できる疾患（公費）

• 原発性免疫不全症２疾患
• 脊髄性筋委縮症
• ライソゾーム症４疾患

　　　　　　　　　　　　　計７疾患

拡大新生児スクリーニング検査で
検査できる疾患（自費）

●マイナンバーカードの健康保険証利用登録は、医療機関・薬局の
カードリーダーからできます。

●健康保険証が新たに発行されなくなった後、マイナ保険証や
有効な健康保険証をお持ちでない方は、医療機関・薬局の受診
時は資格確認書により資格確認を行います。

●マイナ保険証をお持ちでない方については、ご本人の申請に
よらず、加入する医療保険者から資格確認書が送付される予
定です。

まだ、マイナンバーカードを
お持ちでない方は、ぜひ、マイ
ナンバーカードの取得、マイ
ナンバーカードの健康保険証
利用登録を行ってください。
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富士市立中央病院外来日程表
診療科

内　　　　　科

高 齢 診 療 科 《鈴木英訓》
精 神 神 経 科 《外岡雄二》
循 環 器 科
（循環器内科）

（心臓血管外科）

《阪本宏志》

《成瀬　瞳》
小　　児　　科 《秋山直枝》

外　　　　　科 《鈴木俊雅》

整 形 外 科 《奥津裕也》

脳 神 経 外 科 《野田靖人》

形 成 外 科 《坊　英明》

泌 尿 器 科 《村上雅哉》

産 婦 人 科 《矢田大輔》

眼　　　　　科 《藤谷暢子》

耳鼻いんこう科　《柳　徳浩》

皮　　膚　　科 《津嶋友央》

放射線画像診断科 《荻原　翔》
放射線治療科 《野中穂高》
歯科口腔外科

緩和ケア外来

《井出正俊》

（排 尿 障 害） 女性専用の外来

（婦人科疾患） 女性専用の外来

（乳 腺 疾 患） 女性専用の外来

初診
浅田
松本
藤井

山田・比企
木村

高橋・宮﨑
金井
丹羽
河野

田村
宮﨑

山崎
児島・木村
笠井
金井
桐生
中川
伊藤

波多野
本多
中村

廣津・谷口
木村
松本
鳥巣
桐生
河野

砂山
宮崎
藤井
山崎
木村
高橋
中野
田村
幕

山田
西脇

廣津
木村・藤本
髙村・笠井
佐伯

河野
伊藤

  
  
《藤井医師の初診は完全紹介予約制》  
月曜の山田医師は午前、比企医師は午後  
月曜の高橋医師は午前、宮﨑医師は午後  
水曜の谷口医師は3週の午後、予約のみ  
水曜の中村医師は午前のみ  
金曜の髙村医師は午前、笠井医師は午後  
  
《伊藤医師の初診は完全紹介予約制》
《初診は完全紹介予約制》※院内標榜科  
《初診は金曜、完全紹介予約制》  
金曜の増谷医師は奇数週、前原医師は偶数週  
  
月曜の増谷医師は午後  
  
※は午前のみ  
  
  
木曜の交替制は午前9時から9時半、11時以降  
※は午前のみ  
金曜の柏木医師は第４週のみ  
木曜の小児外科は午前のみ、第５週は休診《初診は完全紹介予約制》  
木曜の森川医師は9時半から11時《初診は完全紹介予約制》  
木曜の神尾医師は第3週  
水曜は初診のみ《初診は完全紹介状制》  
水曜の診察は午前9時半から11時まで  
※木曜の笹本医師は１・３・５週のみ  
水曜の坂本医師は1・3・4・5週の午後  
  
《初診は完全紹介状制》  
木曜は予約のみ（手術日）  
水曜・木曜・金曜の医師はそれぞれ、奇数週 / 偶数週  
  
《初診は完全紹介状制》受付は午後1時～2時  
《婦人科初診は完全紹介状制》    
月曜・火曜・木曜の医師はそれぞれ、奇数週 / 偶数週
NIPT外来は原則、当院受診中の患者さんのみ
NIPT外来は田島医師、佐藤医師の交替制  
《再診のみ》水曜の鈴木医師は第２週、金山医師は第２，４週午後のみ
田島医師は午後のみ、第２週は休診  

※木曜の渡辺医師は第2・4・5週  
  
  
  
水曜の津嶋医師は奇数週、田嶋医師は偶数週  
月曜の清医師は第1・3週、田嶋医師は第2・4・5週  
《初診は完全紹介予約制》  
《初診は完全紹介予約制》  
（初）は初診のみ  
  
  
木曜の勝山歯科医師は不定期月1回  
  
《初診は完全紹介状制》水曜は午前のみ  

外岡
野村
富永
増谷
成瀬

鈴木

阪本
外岡
阪本

谷川

鈴木
白川

増谷/前原
阪本

成瀬

初診

初診

初診
再診
妊婦健診
NIPT外来
生殖医療外来

初診

（血 液 内 科）
（糖尿病・内分泌内科）
（呼吸器内科）
（腎 臓 内 科）
（消化器内科）

（脳神経内科）
（リウマチ・膠原病内科）

《藤井常宏》
《廣津貴夫》
《木村哲夫》
《高橋康人》
《金井友哉》

《河野　優》
《伊藤晴康》

月 　 火 　 水 　 木 　 金 （ 備 考 ）

令和７年２月１日現在受付時間：午前8時～11時
《 部 長 名 》
《 責 任 者 》

外岡
富永
野村

尾形
武政

武政※
秋山※

野中※
海野

武政※
野中
秋山

松岡
尾形※
秋山※

交替制
岩内

梶本

交替制
吉田

良元※

交替制
梶本
武田
鈴木※

交替制
良元
坪井
柏木

交替制
梶本※
北村
小児外科
森川※
神尾※

三𣘺
一森
前田

奥津
榎内
笹本

交替制
奥津
一森
前田

三𣘺
榎内
笹本※

大川
野田

加藤
渡邊

坂本
野田

本橋
渡邊

大川
野田

稲葉
今井

村上
定兼
川原田

勝見
定兼/荒川

村上
今井/稲葉

後藤
荒川/勝見

大嶽
矢田
廣中

望月

望月
交替制
大嶽

佐藤/矢田
廣中

佐々木
望月
佐藤
交替制
田島/竹内
鈴木・金山・田島

田島
佐々木
西松・大脇

大脇/西松

矢田
大嶽
竹内

佐々木

藤谷
渡辺

藤谷
渡辺

藤谷
渡辺

藤谷
渡辺

藤谷
渡辺※

土田
柳

佐々木

交替制 柳
佐々木
土田

交替制佐々木
土田
柳

津嶋
清/田嶋

津嶋
田嶋

津嶋/田嶋 津嶋
田嶋

津嶋
田嶋

野中
渡辺

井出（初）
大岩

野中
渡辺
井出

大岩（初）

梶本

荻原
野中
渡辺
井出（初）
大岩

派遣歯科医師
梶本

野中
渡辺（初）
井出
大岩

梶本

野中
渡辺（初）
井出
大岩
勝山

派遣歯科医師

坊
新田

坊
新田

西村
新田

坊
新田

※都合により、内容が変更になることがあります。　　※女性専用の外来を担当する女性医師は、赤字で表示しています。    

●医師の人事異動

退任日／令和６年12月31日 就任日／令和７年１月1日

整 形 外 科
泌 尿 器 科
心臓血管外科
耳鼻咽喉科

榊　　太郎
小口　高広
田口　真吾
佐伯　美咲

榎内　智也
稲葉　雄三
　　─

佐々木美季

さかき　　　　  た  ろう

 お  ぐち　　 たかひろ

 た  ぐち　　 しん  ご

 さ  えき　　  み　さき

えのきうち　　 とも  や

いな  ば　　  ゆうぞう

 さ　 さ　き　み　 き

診療科名

退任医師名 就任医師名

退任日／令和６年11月30日

内　科 大久保　碧 　　─
おお  く   ぼ　　  あおい

診療科名

診療科名

退任医師名 就任医師名
　予約・予約変更は、午後２から午後４時の間にお願いします。

血液検査のみ予約の患者さんへ

通院中の患者さんへ

　血液検査のみを予約されている患者さんについては、比較的
待ち時間の短い午前 10 時以降の来院をお勧めしております。
また、午後１時から３時までであれば、お待たせしません。
　皆様のご理解とご協力をお願いいたします。
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各 科 紹 介

耳鼻いんこう科

　現在、耳鼻いんこう科では３名の医師で診療にあ
たっています。耳鼻いんこう科の診療内容は、「話す、
聞く、（匂いを）嗅ぐ、食べる」という大切な感覚器の
トラブルと密接に関連しています。これら「健康な人
であれば、当然できていること」を治療し回復するこ
とは、患者さんのQOL(生活の質)を高めることに他
なりません。
　治療は外来や入院での投薬治療が主ですが、耳・
鼻・のど・首などの手術も行っています。また、手術内
容によっては東京慈恵会医科大学附属病院に医師の
応援を依頼し、実施しています。鼻や耳の手術では傷
が小さく痛みが少ないよう内視鏡を用いた手術を積
極的に行っています。術後も従来の苦痛を伴うガー
ゼ挿入は行わず、処置の負担が少ない止血剤を使用

しています。私達は知識の向上や連携の強化を図る
ことを目的に定期的に静岡県東部地区の耳鼻咽喉科
医と研究会を開き、研鑽を積んでいます。今後もス
タッフ一同、富士地域の医療へ貢献できるよう日々
の診療に取り組んでまいります。

医  長
柳　徳浩医  員

佐伯　美咲
医  長

土田　敬介

～人間が生きていくために大切な機能を扱う専門家です～

けん さん

看護学生インターンシップ開催

病院だより・ウェブサイトへの広告募集

　これから就職活動を始める、または就職活動中の学
生の皆さん！実際に看護の仕事を体験し、職場の雰囲
気を感じてみませんか？充実した１日が過ごせるよう
体験プログラムを用意し、スタッフ一同心よりお待ち
しています。

令和６年度（68号）・令和７年度（69～72号）富士市立中央病院「病院だより」と「ウェブサイト」に掲載する広告を募集します。

※募集要項及び申込書は当院ウェブサイトをご確認ください。

看護部

実施日  

※当院ウェブサイトの案内に沿ってお申し込みください。

　皆さんの作品が患者さん・医療従事者を笑顔にします。
　令和７年４月から９月までの展示分について、下記の
とおり申し込みを受け付けます。

受付日  令和７年２月28日（金）

２月28日（金）まで

　　　　　 午前９時から午前９時30分まで
※希望者多数の場合は、午前９時30分
　から月ごとに抽選を行います。

場　所  ２階　応接室
持ち物  院内ギャラリー展示申込書

●病院だより
掲載位置  最終ページ下部
掲 載 料  １枠30,000円（税込み）
募 集 数  １号につき２枠
申込期間  
　　　　　 応募者多数の場合は、先着順とします。
                ただし、審査があります。

●ウェブサイト
掲載位置  トップページ下部
掲 載 料  
募 集 数  ８枠
申込期間  希望月の1か月前まで

院内ギャラリー展示申し込みについて

病院総務課　内線2216

病院総務課　内線2216

※募集要項及び申込
書は当院ウェブサ
イトをご確認くだ
さい。

https://byoin.city.fuji.shizuoka.jp/annai/

https://byoin.city.fuji.
shizuoka.jp/intern.html

torikumi/gallery/moushikomi.html

https://byoin.city.fuji.shizuoka.jp/bumon/jimu/osirase/koukoku.html https://byoin.city.fuji.shizuoka.jp/bumon/jimu/osirase/banner.html

令和７年２月12日（水）、19日（水）、26日（水）
令和７年３月５日（水）、12日（水）、19日（水）

（４月からの掲載は２月28日（金）まで）
掲載期間は令和７年４月から令和８年３月までの間で、
原則３か月以上とします。
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広告に関する一切の責任は広告主に帰属します。 また、富士市が推奨するものではありません。

富士市中央病院ウェブサイト
https://byoin.city.fuji.shizuoka.jp

古紙パルプ配合率100％再生紙を使用

中央病院で働きませんか？職員募集！

病院総務課　人事担当

正規職員採用情報 会計年度任用職員

登録情報 電子申請フォーム

看護・医療福祉相談・よろず相談
病気や治療、療養・保健・介護・福祉に関する相談

がん相談

がん患者サロン ～一人で悩まないで～

お薬相談

栄養相談

検査に関する相談・血糖自己測定器説明

フットケア相談（糖尿病患者さんの足のケア）

医療放射線被ばく相談

医療安全相談

各 種 相 談 曜　日 場　　　所 問い合せ時　　間

月～金

月～金

第４水

月～金

月～金

月～金

水

月～金

月～金

8：30～17：15

8：30～17：15

14：00～16：00

8：30～17：00

主治医の依頼による予約制

8：30～16：00

主治医の依頼による予約制

予約制

8：30～16：00

１階総合相談室

がん相談支援センター（総合相談室）

１階第1会議室

１階お薬相談室

２階栄養相談室

２階中央検査相談室（臨床検査科)

２階内科外来

１階中央放射線科

２階医療安全相談室

内線2046

内線2046

内線2046

内線2126

内線2146

内線2267

内線2285

内線2153

内線2259

病院理念
富士市立中央病院は、地域の基幹病院として、市民の皆さまにより良い医療を
やさしく安全に提供し、常に医療の向上に努めます。

深めよう知識と技術　広げよう地域の輪

基本方針
1 高度・専門医療の提供
2 二次救急医療体制の充実
3 地域医療連携の推進
4 災害医療体制の整備
5 次世代の医療を担う人材育成

令和６年度病院指針

　詳細は当院ウェブサイトをご確認いただくか、病院総
務課人事担当までお問い合わせください。随時、病院見
学も受け付けています。

　
富士市新病院建設基本構想の
パブリック・コメント延期のお知らせ
　病院だより第 65号（令和６年８月１日発行）において、
新病院建設基本構想に関するパブリック・コメントを令
和７年１月頃に実施する予定とご案内しておりましたが、
令和７年度に予定している基本計画策定時に実施するこ
とで、より具体的な計画に対するご意見をいただけると
考え、パブリック・コメントを延期することとしました。
　なお、今年度につきましては、当院ウェブサイトにて
意見提出フォームを設けましたので、新病院建設基本構
想に対する皆様のご意見をお寄せください。
（募集期間：令和７年２月末日まで）

https://byoin.city.fuji.shizuoka.jp/annai/shinbyoin/kihonkousou.html
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